
Title 第三章　デザイン教育史

Author(s) 高安, 啓介

Citation a+a 美学研究. 2017, 11, p. 101-103

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/90138

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



100 美学研究
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「
天
子
識
其
手
、
問
之
、
果
為
書
0

[
…
」
師
古
日
「
手
所
謂
書
手
迩
」
班
固
撰
・
顔
師
古
注
「
漠
書
』
巻
二
十
五
上
「
郊
祀
志
」
第
五
上
。

大
久
保
正
編
「
萬
葉
集
玉
の
小
琴
」
『
本
居
宣
長
全
集
•
第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
0
年
、
四
八
頁
。
本
文
中
の
「
て
し
」
に
関
す
る
一
連
の
読
み
は
、
本
居
宣
長
の
解

釈
に
基
づ
く
。

阿
蘇
瑞
枝
「
万
葉
集
全
歌
講
義
』
第
二
巻
（
二
0
0
六
年
、
二
九
ニ
・
六
六
七
ー
六
六
八
頁
）
第
四
巻
（
二
0
0
八
年
、
三
―
―
頁
）
笠
間
書
院
に
よ
る
表
記
。
本
書
の
底
本

は
西
本
願
寺
本
。

大
久
保
正
編
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。

『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
八
、
佐
伯
梅
友
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
九
四
ー
九
五
頁
。

「
源
氏
物
語
』
二
「
絵
合
」
・
日
本
古
典
文
学
大
系
一
五
、
山
岸
徳
平
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
、
一
八
0
頁
。

以
下
の
原
文
引
用
表
記
は
、
杉
田
宗
雨
繹
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
（
前
掲
「
図
説
書
法
論
』
第
九
所
収
‘
―
二
四
ー
一
六
0
頁
）
に
よ
る
。

白
居
易
「
新
楽
譜
・
五
弦
弾
」

鯉
趨
而
過
庭
、
日
、
学
詩
乎
、
対
日
、
未
也
、
日
、
不
学
詩
無
以
言
也
、
鯉
退
而
学
詩
、
他
日
又
独
立
、
学
礼
乎
、
対
日
、
未
也
、
不
学
礼
無
以
立
也
、
鯉
退
而
学
礼
」
『
論
語
』
「
李

氏
第
十
六
」
（
金
谷
治
訳
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
三
三
七
ー
三
三
八
頁
。

「
宇
津
保
物
語
』
三
「
国
譲
」
上
・
日
本
古
典
文
学
大
系
―
二
、
河
野
多
麻
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
‘
1
0
1
-
1
0
1
―
頁
。

「
初
に
は
男
〈
手
二
〉
も
あ
ら
ず
、
女
〈
手
二
〉
も
あ
ら
ず
、
阿
女
都
千
曾
、
そ
の
次
に
男
手
、
放
書
に
書
き
て
、
同
じ
文
字
を
様
/
＼
に
か
へ
て
書
け
り
。
」
〈
〉
内
は
校
注

者
に
よ
る
。
河
野
校
注
前
掲
書
‘
1
0
二
頁
。

姜
慶
『
続
書
譜
』
に
「
墨
濃
け
れ
ば
則
ち
筆
滞
り
、
燥
け
ば
則
ち
筆
枯
る
」
と
あ
る
。

以
下
の
原
文
引
用
表
記
は
、
平
勢
冬
齋
繹
『
オ
葉
抄
』
（
前
掲
『
図
説
書
法
論
』
第
九
所
収
、
七
六
ー
一
―
六
頁
）
に
よ
る
。

構
築
的
性
質
の
強
い
楷
書
に
お
い
て
は
「
結
構
」
と
い
い
、
行
書
・
草
書
・
仮
名
な
ど
の
流
動
性
の
あ
る
書
体
に
お
い
て
は
「
結
体
」
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
欧
陽
詢
「
三
十
六

法
』
に
は
、
楷
書
の
結
構
法
に
関
す
る
詳
述
が
あ
る
。
点
画
の
間
の
取
り
方
（
間
架
）
と
組
み
立
て
方
（
結
構
）
を
併
せ
て
「
間
架
結
構
」
、
あ
る
い
は
白
を
顕
在
化
さ
せ
た
「
分

間
布
白
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
た
だ
し
、
和
様
の
書
論
に
は
用
語
と
し
て
は
登
場
し
な
い
。

孫
過
庭
「
書
譜
』
「
真
以
点
画
為
形
質
、
使
転
為
情
性
。
草
以
点
画
為
情
性
、
使
転
為
形
質
」
。

以
下
の
原
文
引
用
表
記
は
、
平
勢
雨
郁
繹
『
入
木
抄
』
（
前
掲
『
図
説
書
法
論
』
第
九
所
収
、
一
六
九
ー
ニ
0
五
頁
）
に
よ
る
。

そ
も
そ
も
文
字
の
筆
勢
は
何
に
起
因
す
る
か
と
い
う
問
い
を
は
ら
ん
で
い
る
。
東
晋
時
代
か
ら
「
意
前
筆
後
」
（
書
こ
う
と
す
る
意
図
や
構
想
、
イ
メ
ー
ジ
が
先
に
あ
り
筆

は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
）
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
衛
夫
人
『
筆
陣
図
』
、
王
義
之
「
題
衛
夫
人
筆
陣
図
後
』
を
参
照
。

加
藤
尚
武
「
視
覚
の
な
か
の
立
体
感
」
「
「
か
た
ち
」
の
哲
学
』
（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
0
0
八
年
）
―
二
七
ー
―
二
九
頁
。

., 
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デ
ザ
イ
ン
教
育
史

線
に
よ
っ
て
結
ぶ
作
業
も
ま
た
必
要
と
な
ろ
う
。

産
業
の
発
展
を
目
指
す
各
国
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
現

実
に
直
面
し
て
い
る
課
題
に
応
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
歴
史
か
ら
多
く
の
教
訓
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
過
去
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
後
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
あ
り
か
た
を
考
え
た

い
。
英
語
の
デ
ザ
イ
ン
の
語
の
起
源
を
、
イ
タ
リ
ア
語
の
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
デ
ッ

サ
ン
に
み
る
な
ら
、
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
起
源
を
か
な
り
古
く
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
心
で
は
あ
る
が
重
要
な
項
目
を
列
挙
し
よ
う
。
一
六
世
紀
以
降
イ
タ
リ
ア
で
の
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
教
育
。

一
七
世
紀
以
降
フ
ラ
ン
ス
で
の
デ
ッ
サ
ン
教
育
。
一
八
―
―
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
さ
れ
た
官
立
デ
ザ
イ
ン

学
校
。
一
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
装
飾
教
育
。

ド
・
ク
ラ
フ
ツ
教
育
。

一
九
世
紀
末
か
ら
の
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
工
芸
学
校
の
役
割
。

さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
造
形
教
育
と
そ
の
影
響
の
範
囲
。
一
九
世
紀
か
ら
二

0
世
紀
ま
で
の
北
欧
諸
国
で

の
造
形
教
育
。
一
九
世
紀
か
ら
二

0
世
紀
ま
で
の
東
欧
諸
国
で
の
造
形
教
育
。
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
近

代
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
受
容
現
代
各
国
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
教
育
な
ど
。
以
上
の
点
ど
う
し
を

近
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て
個
々
の
事
例
は
と
く
に
次
の
四
つ
の
点
か
ら
比
較
さ
れ
る
。
第
一

の
観
点
は
、
各
専
門
分
野
に
分
か
れ
る
ま
え
の
基
礎
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
全
学
生
が
は

じ
め
に
学
ぶ
べ
き
基
礎
デ
ザ
イ
ン
と
は
一
体
何
な
の
か
。
本
当
に
そ
れ
は
必
要
な
の
か
。
基
礎
デ
ザ
イ
ン

は
い
か
に
各
専
門
に
つ
な
が
る
の
か
。
第
二
の
観
点
は
、
芸
術
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
二

0
世
紀
の
近
代

デ
ザ
イ
ン
運
動
を
と
お
し
て
デ
ザ
イ
ン
は
そ
も
そ
も
芸
術
な
の
か
と
い
う
議
論
も
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
教
育

の
な
か
で
自
由
な
芸
術
活
動
を
ど
れ
ほ
ど
許
容
す
る
か
が
問
わ
れ
て
き
た
。
第
一
一
一
の
観
点
は
、
学
間
の
位

置
づ
け
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
た
ん
な
る
芸
術
教
育
で
は
な
く
学
問
と
の
結
び
つ
き
も
重
視
さ
れ
て

き
た
。
け
れ
ど
も
、
心
理
学
・
社
会
学
・
情
報
学
・
経
営
学
・
芸
術
学
な
ど
、
い
か
な
る
学
問
の
成
果
に

学
ぶ
べ
き
な
の
か
は
、
時
代
に
よ
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
も
学
校
に
よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
そ
の
違
い

．＇ 

一
九
一
九
年
に
設
立

一
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
ー
ツ
・
ア
ン
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．＇ 藤
田
治
彦
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(
A
）
二

0
-
五
ー
ニ

0
一
九
年
度

デ
ザ
イ
ン
教
育
史
の
国
際
的
比
較
研
究
ー
デ
イ
セ
ー
ニ
ョ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
現
在
ま
で

共
同
研
究

T
h
e
 J o
u
m
a
l
 of the Asian Conferg1ee of Design History a
n
d
 Theory, No.1, 2015 

二

0
一
五
年
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
史
学
国
際
会
議
の
予
稿
集

参
考
文
献

に
注
目
す
る
な
ら
ば
各
特
色
も
見
え
て
く
る
。
第
四
の
観
点
は
、
各
専
門
分
野
の
編
成
で
あ
る
。
デ
ザ
イ

ン
教
育
の
変
遷
を
た
ど
る
と
き
―
つ
の
学
校
に
ど
の
よ
う
な
名
称
の
専
門
部
門
が
憤
か
れ
て
い
る
か
は
一

番
分
か
り
や
す
い
指
標
と
な
る
。

（
高
安
啓
介
）




